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保護者・地域に信頼される学校を目指して 

〈鶴ヶ島市立藤中学校だより 第８号〉 学校教育目標

ともに学び、未来を拓くたくましい生徒の育成

≪目指す生徒像≫

○よく考え工夫して学ぶ生徒(知)

○人と自分を大切にする生徒(徳)

○心と体を粘り強く鍛える生徒(体)

令和６年１１月１日 校長 竹田 聡

＜冬季に向けて＞

日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力いただき厚く御礼申し上げます。10月26日(土)に開催さ

れた合唱祭には、多数の方々にお越しいただき、合唱祭の円滑な運営にご理解いただきありがとうご

ざいました。閉会式以降の時間が伸びたことにつきましては、次年度の反省といたします。

11月は3者面談が予定されています。限られた時間ですが、お子さんが頑張っていることを中心に、

よりよい成長のために、学校と共通理解を図る有意義な時間となるように、ご準備ください。

猛暑が去り、秋から冬へと向かい始めました。登校の様子を見ると徐々に上着を着用する生徒が増

えています。本格的な寒さを迎える前に、冬服のサイズ確認を含め、準備をお願いします。

＜藤中合唱祭を終えて～格段のレベルアップ～＞

今年度も指導者を、埼玉県教育局市町村支援

部義務教育指導課 音楽担当の先生にお願いし

ました。

先生は、埼玉県公立小･中学校の音楽教育の中

心的な立場で、中学校の音楽教育の基となる学

習指導要領解説「中学校音楽」の編集委員をは

じめ、国や県の指導資料の編集に携わり、今も

文部科学省の音楽教育の会議に参加していて、

埼玉県内で指折りの指導者です。

昨年度、藤中の合唱がレベルアップするよう

に、大きく分けて次の3つの指導がありました。

ậোὣװὠἬἷน἗ἰὒἼẩịਏỌὣἮ὞Ἑ὜ẪἮἿἰὒ
ἼẩᾚᾰώṒਏᏏ἟ṓὣװὠἬ὜Ẫ

ậݠὣᆃἪ὜׹἞ὣἮ὞Ἑ὜Ẫክ᫐ᆋἼݠὣװὠἬ὜Ẫ
ậ಄ԕἿធᗳὣὀἴ἞ὛἹἨἷẩធᗳἿὨᾷᾌᾑ̵ύᾫᾷ
ὣ੓ᠡἨἷน἗Ẫ

閉会式の指導講評で、今年度は次のようなお

話をいただきました。

＜指導講評の概要＞

とても素晴らしい演奏、ありがとうございました。1年前よ
りも合唱のレベルが大きく上がりました。たくさんの学校を

訪問していますが、これほどレベルが上がっている学校は
初めてです。どうしてこれほど上がったのか理由を知りた

い。校歌を聴いて素晴らしいと思った。1年生の演奏も

素晴らしかった。2，3年生は予想を越えていた。とても嬉
しかった。昨年度、ブレスのことを指導した。「息」は自

分の心と書く。曲想に合わせたブレスができていた。
藤中学校は、伴奏者、指揮者がとてもうまい。どれだ

け練習をしたのでしょう。私も合唱祭で伴奏者、指揮
者をやっていたので大変さがよく分かる。練習を毎日たく

さんやったと思う。伴奏者、指揮者にお礼を言いたい。そ

のお陰もあって、どのクラスも曲の入りが素晴らしかった。
そして、声の距離感もよくなっていた。

さらに藤中学校の合唱がよくなるために、音楽表現
について、すこし専門的な課題を２つ伝えます。

1つ目は、強弱について。音楽表現で強い弱い、大き
い小さいを使わないで表現できるようになると、ガラッと変

わる。歌うエネルギーは変えずに、緊張感をもって歌うと

よくなる。
2つ目は、同じフレーズが繰り返されるとき、同じように

歌わないこと。例えば、「勉強しなさい、勉強しなさい、勉
強しなさい」と同じ口調で繰り返されても響かない。「勉

強しなさい、勉強しなさい、勉強しなさい」とだんだん大きくす
るのか、「勉強しなさい、勉強しなさい、勉強しなさぁい」と言う

のか、伝わり方が違ってくる。音楽表現は、そこをどうする
のか、一番伝わるフレーズを考えるともっとよくなる。

最後に、審査はとても困った、大変だった。賞に関わ

らず、クラスがよくなること、3年生は最高の卒業式になる
ことを願っています。本日は素晴らしい演奏、ありがとうご

ざいました。
かなりレベルの高い課題です。でも、クリア

することが、ていねいな指導をしてくださった

先生への何よりの恩返しになります。

＜合唱祭審査結果＞

最優秀賞 １年３組･２年５組･３年２組

優 秀 賞 １年４組･２年２組･３年４組
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<生徒の活躍>

埼玉県中学校駅伝大会鶴ヶ島市予選会

女子 1位

41'50 区間賞 ３区・４区・５区

男子 1位

56'15 区間賞 ３区(区間新)･４区

女子･男子 11/2県駅伝大会に出場

＜「基礎・基本」について＞

10月15日(火)の学校朝会で、基礎･基本をテー

マに話をしました。

お子さんが、一生懸命やっても成果が出ない

とき、「基礎･基本」の視点から取組を見直して

ください。

1，2年生は入間北部新人戦が終わり、3年生は

進路決定に向けて勉強している時期です。部活動
でも勉強でも、「基礎･基本が大切」と言われます。

辞書で調べると、基礎も基本も大差ありません。(基
礎…物事の土台となる大もと、基本…物事のよりど

ころとなる大もと）でも、基礎体力、基本姿勢とは言う

けれど、基本体力、基礎姿勢とは言いません。似て
いるけれど、微妙に違う言葉です。

私は学生の時、先輩から「卓球の基本は？」と
聞かれ、「フットワーク」と答えました。でも、その先輩は

「基本は試合だよ。」と言いました。要は、自分が勝
ちたい試合のレベルへの向き合い方が「基本」と言う

ことです。そして、そのレベルで戦うために必要な体力
や技術、戦術が「基礎」になります。ですから、部活

でも勉強でも、しっかりと結果を出すためには、どのレ

ベルで成果を出したいのかという目標を決め、目標
に合わせて、できて当たり前のことが身に付くまで練習

することがポイントになります。私のイメージでは、基本
は縦軸で、体力や技術が横軸にあります。ただし、基

礎のレベルを上げることは、本当に大変です。でも、で
きるようになったときの喜びは、経験した人にしか分か

らないものです。

一生懸命やって、自分の限界レベルを実感する
と、少しリラックスして楽しめるレベルに気付くことがあり

ます。楽しめるレベルが見つかれば、長く続けられるよう
になります。みなさんも、「基礎･基本」の視点から、

楽しみが見つかることを願っています。

＜世界が絶賛する日本のスゴいところ＞

（株）ジャーマン･インターナショナル社長

ルース・マリー・ジャーマンさんの講演会を聞

く機会がありました。これから国際化、多様化

する社会を生きる子ども達を育てる上で、参考

になる講演会でしたので、要旨をまとめました。
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これから国際化の社会を生きる上で、最も大事なこと

は、日本人らしさをキープしながら育てることです。米国では
大谷翔平選手が、日本人らしさを失わず活躍していること
に感銘を受けています。今、海外で日本語を学ぶ外国人
が1500万人いて、来日する人は年間3000万人います。外
国人から見た、日本らしさには次のようなものがあります。
「①安心である。普段の生活はもちろん、災害発生時も、
みんなで協力して乗り越えています。②品質重視である。プ
ロセスを共有し、合意を重視して、品質の向上に努めてい
ます。③強い組織力がある。電車はきれいで、時刻通りに
運行されています。日本的なチームワークの育成は、学校
行事が基盤にあります。④相手のことを優先して考える。世
界的に珍しく、外国人は相手の気持ちを想像する日本人
らしさを学ぼうとしています。」
多様性の時代、DE＆I(Diversity、Equity、Inclusion)

が大切です。おもてなし精神がDiversity(多様性)を支え
ています。日本特有の察知力と洞察力がEquity(公平･
平等)を可能にします。日本人の「聞き上手」がInclusion
(包括･受入)を促進します。グローバル化の前に、日本
人としての姿勢に自信をもつことが大切です。
今の日本的な部分をキープしながら、子ども達が訓練

することを、1つだけ変化を提案します。それは、色々な国の
コミュニケーション･スタイルの違いを理解することです。国や
言語によって、「言語化重視」と「察知力重視」に分かれ
ます。「言語化重視」は、米国やカナダが、「察知力重視」
は日本やタイが当てはまります。米国は、相手が分からない
ことを前提に話します。日本は言わなくても通じる前提で話
します。バックグラウンドが異なるので、ミス・コミュニケーション
が生じます。これからの国際化に対して、自分の思いを言
語化することが大切です。そのために「例えば…」と聞くこと
で、言語化が広がります。さらにwhyがうまく説明できれば、互
いが理解し合えます。例えば、日本人は、初対面のときフォ
ーマルな服装で、適切な距離感をもちます。日本のフォー
マルな距離感を説明すると、外国人は「いいですね」と理
解し、日本的なよさはキープされます。
日本人は英語力に自信をもってほしい。中学生レベル

の英語で十分通じます。外国人も日本人に、パーフェクト
な英語を期待していません。むしろ外国人が、「日本語を
話せなくて申し訳ない。」と思っています。どんどん挑戦してく
ださい。

＜お願い＞

2024年11月1日から道路交通法が一部改正されます。

自転車に乗っているときに、スマホで通話したり、スマホ

を操作したりしていると、罰則または罰金の対象となります。

さらに、2026年5月までに、一時停止や信号無視、車道の

右側通行なども、違反対象になり5,000円以上の反則金が見

込まれています。

背景には、自転車による重大な交通事故の増加があります。

お子さんが事故にあわないために、改正の確認をご家庭で

もお願いします。


